
２０２３年 １月３０日（曇り） 第４週 第２４１４回例会

Song ”それでこそロータリー”

Attendance

会員 ６8名 欠席 １２名 出席率 ７８．５７％

President Time 臼井幹裕 会長

皆さん、こんにちは。この１週間は強烈な寒気です。く

れぐれも体調にはお気をつけ下さい。私は昨日、クリーン

コミュニケーションin大江・蟹江川に参加して参りました。

大変に寒かったですが、幸い春の日差しを感じ、春の訪れ

もすぐそこに来ていると受け止めました。この活動を終え

ると、何とも言えないすがすがしい気持ちになります。ご

参加の皆さまお疲れ様でした。

さて、１月は職業奉仕月間となっています。本日はクラ

ブ計画書をお持ちいただくようお願いしましたが、その23

頁に「ロータリーの樹」を私がわがままを言って掲載して

もらいました。五大奉仕とされる中で、職業奉仕がロータ

リーの根幹であることがよく理解できるかと思います。ま

た、「ロータリーの友」１月号は、職業奉仕月間の特集とし

て、「あなたが『つくっている』ものは？」と題して、－私

のプライド、その仕事ーと言う記事を掲載しています。そ

こには、職業奉仕（Vocational Service）のVocational

は、“天から与えられた、使命感を持って従事する天職”を

意味すると説明されています。皆さんは、プライドを持っ

て、使命感を持って仕事をしていますか？

当クラブでも、職業奉仕を考えていただきたく、「私の職

業奉仕」の原稿を依頼しています。私も「友」の特集を参

考に原稿を考えてみようと思います。たまたま昨日の林修

の「日曜日の初耳学」という番組で、医師のインタビュー

があり、仕事に大切なのはPASSIONであると言われ、そ

こに医師のプライドを感じ取りました。その番組を見て、

私は、司法修習の際、名古屋地裁の所長から職業を意味す

る英語は、2つあるという話を聞いたことを思い出しまし

た。1つは、occupaytionです。これはoccupy（占める）

から来ていて、職業が生活の糧を得るために日常生活の一

定の時間を占めることを意味します。もう1つは、profes

sionです。我々法律実務家の仕事は専門職ですから、プロ

でなければいけない、名古屋地裁の所長のお話は、法曹の

将来を担う人たちに、そう伝えるものだったわけです。自

分の仕事は、プロの仕事であるのか、情熱をもって依頼者

Today ２月 ６日（第２４１５回）

担当 黒川元則 プログラム委員長

演題 卓話「酒類業の健全な発展」

津島税務署長 大島 幹夫氏

Next Week ２月１３日（第２４１６回）

担当 寺澤正樹 職業奉仕委員長

演題 クラブフォーラム

職業奉仕委員会



に向き合っているか、日々、自問し自戒したい思っています。

Secretary Report 大西晃弘 幹事

１ あま市美和かしの木会クリーンコミュニケーションin

大江＆蟹江川実行委員会より、ボランティア参加証明

書を頂きました。

２ 第8回定例理事会のご案内

日時 2月6日（月）例会終了後

場所 アイリス 名鉄GH 18F

ニ コ ボ ッ ク ス

ご投函有り難うございます

臼井幹裕 会長

本日クラブアッセンブリー、役員・理事及び各委員長

の皆様、中間報告をよろしくお願いします。

昨日はクリーンコミュニケーションin大江＆蟹江川に

参加し、楽しみました。「かしの木会」の活動に敬意

を表します。

後藤裕一 副会長

本日はクラブアッセンブリー委員会中間報告です。各

委員長さん、よろしくお願いします。

昨日のクリーンコミュニケーション、参加出来ず申し

訳ありませんでした。参加された皆様、お疲れ様でし

た。

大西晃弘 幹事

昨日のクリーンコミュニケーションご参加の皆様、有

難うございました。

加藤春視君

早いもので、臼井年度クラブアッセンブリーとなりま

したね。皆様の発表を楽しみにしています。

青本道春君

皇居宮殿を見学に行きました。数十年前から皇居に東

山魁夷の絵がある事を噂に聞いていました。今回、壁

一面にある壮大なその絵を確認し、見る事が出来まし

た。描かれた海の場所は、子どもの頃にキャンプして

いた所です。何故か皇居で故郷と子供の頃を思い出し

ました。

大竹敬一君

かしの木会、お疲れ様でした。

RCピンバッジを忘れました。申し訳ありません。

鈴村與左衛門君

ニコボックスの皆さん、ご苦労様です。

田中正博君

今日は半期のアッセンブリーです。発表させていただ

きます。よろしくお願いします。

家田安啓君

寒いですね。冬眠したいぐらいです。

伊藤英毅君

昨日、社会奉仕に参加しました。良い天気でとても良

かったです。参加の皆様、ご苦労様です。

黒野晃太郎君

詩吟の新年会久しぶり。楽しかった。

水野 眞君

寒中お見舞い申します。

水谷安紀君

ニコボックスの皆様、お疲れ様です。

小倉廣三君

本日クラブアッセンブリー委員会中間報告です。どう

ぞよろしくお願いいたします。

山本輝幸君

2月1日より18階ラウンジが23時までの営業に変わり

ます。新しいスタッフも入り、楽しんでもらえます。

横井久雄君

昨日の蟹江川ごみ拾い奉仕に参加の皆様、ご苦労様で

した。

合 計 ２９，０００円

ク ラ ブ ア ッ セ ン ブ リ ー

会計 横井久雄君

臼井年度会計を仰せつかっておりま

す横井です。本年度も上半期が過ぎ、

収入・支出を確認しておりますが、

適正に処理されております事をご報

告いたします。しかしながらロータ

リーの原点である奉仕事業が大部分下半期となっており、

上半期は殆ど実施されておりません。1月度理事会で各委



員長さんに予算承認分事業の積極的展開をお願いしており

ます。

職業奉仕委員長 寺澤正樹君

・私の職業奉仕の進捗具合報告

2023年1月30日現在67人中21

名。２月13日のクラブフォーラム

にて、未提出の方々は、提出して

頂くよう依頼。

・2月13日翌週に原稿締め切り、印刷業者へ編集依頼。

・3月末〜4月に冊子完成予定。

ご協力依頼をする。

社会奉仕委員長 谷口充子君

代読 大西晃弘幹事

平素は社会奉仕委員会の活動にご理解・ご協力を賜り、

誠に有難うございます。上半期の社会奉仕委員会の活動と

しましては、令和4年10月17日にセカンドハーベスト名

古屋の前川理事に卓話をお願いし、令和5年１月１６日に

行われた当該団体への食品支援活動へのご理解・ご協力を

頂けますよう告知活動を行ってまいりました。お陰様で大

変多くの会員の皆様にご協力頂き、多種多様な食品支援を

行なうことができました。何より、会員の過半数以上の方

が、実際にこの奉仕活動にご参加くださったことを有難く

思っております。また、社会奉仕委員会の活動は下半期に

集中しており、昨日行われたクリーンコミュニケーション、

あま市530（ごみゼロ）運動への参加や、大治いきいき花

クラブ・海部郡地区心身障碍児者保護者会連合会への助成

などを予定しております。下半期も社会奉仕委員会の奉仕

活動にご理解・ご協力を賜れますよう、ご指導ご鞭撻のほ

どよろしくお願い申し上げます。

青少年奉仕委員長 河村昭利君

代読 副委員長 石原宏亮君

【上半期事業報告】

●11月-海部津島納税貯蓄組合連合

会に三万円の寄付実施。「税に関する

作品（作文・習字）募集に伴う協賛

金」として。

●日本ボーイスカウト愛知連盟に３月開催予定のRYLAセ

ミナーへの参加依頼。

（結果、コロナ感染者増加のため欠席）

【下半期事業計画】

●日本ボーイスカウト愛知連盟への寄付

●ハッピートークアカデミーへの寄付

●卓話の実施

国際奉仕委員長 谷川浩司君

今年度の国際奉仕は水と衛生をテ

ーマに、ベトナム キエンジャン省

で水支援事業を行いました。これは

地区補助金を活用したもので地域の

主に子供たちに飲用可能な清潔な水

を提供する事業で、これによって約2000人の人達に恩恵

があります。すでに水ろ過装置設置も終わり、明後日から

現地へ赴き受け渡し式典をもって完了の運びとなっており

ます。そして、いよいよ台湾汐止RCとの交流が再開されま

す。3月19日に汐止RC御一考様が訪日されます。翌20日

は本来休会日でしたが、急遽予定を変更して汐止RC歓迎夜

間例会を行います。場所は名鉄グランドホテル18時開宴を

予定しておりますので、皆様の積極的なご参加をお願いし

ます。また、6月の日にちは未定ですが汐止RC41周年例

会への参加を計画しており、これも併せて皆様の参加ご協

力をお願い申し上げます。

ロータリー財団委員長 栗木和夫君

今年はロータリーレートが10月の

時点で145円となり、￥145,000

をお願いしたところ、６名の方にご

賛同していただきました。有難うご

ざいました。またクラブフォーラム

では、地区より卓話に来ていただき、大変理解しやすい

内容であったと思います。

米山記念奨学副委員長 稲垣秀樹君

米山記念奨学会への寄附金は上期

で11人のご寄付をいただきました。

厚く御礼申し上げます。下期も皆様

のご寄付をお願い申しあげます。

昨年「クラブ米山委員長会議、米



山学友総会に出席しました。米山奨学生OBの方、現役米

山奨学生と他クラブのロータリアンとの交流を深めること

ができました。また、米山奨学生学友合同忘年会に参加し

ました。米山奨学生の皆さんは、民族衣装等バラエティー

に富んだ衣装で参加しており、とても華やかで国際色豊か

な忘年会を味わうことができました。これらの交流活動を

通じて、米山記念奨学会の大切さを肌で感じることができ

ました。

クラブ奉仕委員長 神野恭寿君

毎月１回のクラブ奉仕委員会IDM

を開催することによって、各委員会

委員長と密に接する事ができ、私だ

けでなく各委員長同士が親睦を深め

ることができたと感じる。フォロー

アップが出来たのは、会員増強・親睦活動・会場の3委員

会。他委員会（ロータリー情報・公共イメージ・ニコボッ

クス・プログラム・保険）はどの様にフォローアップして

よいのか難しい。各委員長の頑張りと、会長・副会長・幹

事の助けによって半年過ごすことができた。後半も各委員

会がスムーズに活動できるようIDMを上手く活用したい。

ロータリー情報委員長 田中正博君

ロータリー情報委員長を務めさせ

ています田中でございます。情報委

員会の仕事としましては、先日新春

夜間例会で山田朝子君、服部竜也君

のお2人の新会員の入会式が行われ

ましたが、入会に際しての手続きとしまして、お二人の会

社訪問、面接をさせていただきました。お二人とも、あま

RCにふさわしい方でございます。皆さんから話かけていた

だき、親睦を図っていただきたく思います。

後期のロータリー情報委員会の仕事として、臼井会長と

相談させていただき、一つは新会員の歓迎会を行う事、新

会員卓話を早いうちに行う事だと思います。もう一つは新

会員の皆さんが、ロータリークラブを理解していただくた

めに、新会員研修会を開催したいと思います。

最後になりますが、先輩会員のみなさんに、早くなじん

でいただくために、趣味の会、家族会などに参加していた

だき、またロータリーの目的を知っていただくためには、

地区大会、地区研修・協議会、できれば国際大会などに参

加していただくことをお勧めしていこうと思っています。

以上よろしくお願いします。

会員増強委員長 小倉廣三君

上半期は各委員会との合同も含め

月１回程度のペースでIDMを開催い

たしました。また会員の皆さんに対

し新会員候補者・同希望者について

各種アンケートを実施し、数名の候

補者の方と食事会・ゴルフなどを通じ親睦を深めてまいり

ました。結果年明け早々に２名の新会員にご入会いただく

ことができました。また、新会員候補者・同希望者にお渡

しするリーフレットを作成し会員の皆さんにお渡しいたし

ました。

下半期も上半期同様、ひとりでも多くの方にご入会いた

だけるよう積極的にIDMの開催・各種アンケートの実施な

どを継続してまいります。会員の皆さんのますますのご協

力をお願い申し上げます。

公共イメージ向上委員長 神戸 剛君

（2022年７月～12月上半期）

１．例会・家族会等のフォト記録を実施しました。

２．ホームページの更新を実施しました。

３．クローバーTVによる年末家族会の取材を行いました。

４．公共イメージ向上委員会クラブフォーラム・アンケー

トを実施しました。

５．９月５日のアンケートを基に、公共イメージ向上委員

会クラブフォーラムを開催しました。

※ホームページのタイムリーの更新、マイ・ロータリーへ

の登録促進が重要です。

親睦活動委員長 加藤文彦君

親睦活動委員会の活動方針～会長

方針に基づき、会員同士の交流の輪

を広げると同時に、会員のご家族の

方々にもロータリー活動を楽しんで

いただく場の設営を行なっています。

「誕生日祝い品」は、誕生日当日にロイヤルコペンハーゲ

ンの男性には小皿、女性には小物置皿をご自宅に百貨店よ



り直接配送しています。「秋の家族会」は11月5日（土）

に開催し、旅行支援の還付金の恩恵で予算を抑えることが

出来ました。反省点を踏まえ、よりブラッシュアップした

「春の家族会」を企画中です。「年末家族会」「新春夜間例

会」「年男年女放談」年末年始にかけての３連続例会も無事、

みなさまのご協力のおかげで、成功裏に終了することが出

来ました。毎月１回を基本としたIDMも活発に開催してい

ます。残りの大きな責務として3月25日（土）「春の家族

会」、6月19日（月）「創立記念夜間例会」があります。

今後も委員会メンバー一同、積極的に活動いたします。

ニコボックス委員長 田中正博君

ニコボックス委員長を務めさせています田中でございま

す。臼井年度も前期が終了いたしまして本当にたくさんの

方々に投函していただきまして、誠に有難うございました。

投函して頂いた話題、情報を拝見させていただきますと、

うれしかっつた事、楽しかったこと、また会員同士のお付

き合いの感謝などが多いようですが、中には失敗したこと

も反省して面白く表現して投函していただいていますが、

みなさんの笑いを呼んで、一緒に楽しませていただいてい

ます。今年度のニコボックスの目標は決めてはいませんが、

前年度を少し上回ることを目標に努力しています。今のと

ころ100万円は超えていい線はいってはいますが、社会奉

仕、その他の財源にもなりますので、前期同様よろしくお

願いします。

プログラム委員長 黒川元則君

プログラム委員会は上半期９回の

担当を致しました。会長方針に基づ

き、会員同士親睦を図るとともに、

クラブの魅力を感じ記憶に残る企画

となりましたら幸いです。皆さんか

らも来訪者の方々をご紹介頂き有難うございました。また

会員卓話ではチャ－ターメンバーの後藤袈裟美君にはビデ

オレターで、木下君にも、あまRCの歴史やこれからのクラ

ブへの思い、黒野パストガバナー補佐も心温まる卓話をし

て下さいまして、上半期を終える事が出来ました。下半期

も様々な分野での卓話者を企画させて頂いておりますので、

引き続きご協力お願致します

会場委員長 光岡正彦君

臼井年度の会長方針は、「ロータリ

活動に積極的に参加しよう（Join

us and Participate！）」です。

活動の中でも、特に例会の重要性は

高いものとしています。

会場委員長となって半年が過ぎました。その都度、何と

かやってきましたが、なかなか新たな改善は出来ていない

のが反省点です。残りの半年の期間も、皆様に助けて頂き

ながらやっていきたいと思います。至らない点は多いと思

いますが、それでも、委員会メンバー全員で、協力して分

担し、滞りのない準備と運営を心がけたいと思っています。

そして、次年度の会場委員長に問題なく引継ができるよう

にしておきたいと考えています。また、皆様の声を反映さ

せるため、ご意見やご要望があればお知らせ下さい。これ

からも、ご協力の程、よろしくお願いします。

保健委員長 篠田耕伸君

保健委員会の篠田です。

会員とその家族の身体と歯の健康

を、太く長く保ってもらえるように

考えて、情報提供できることが、一

番だと思っています。そして１．年

二回の卓話の実施。２．随時、歯科についての相談。で、

スタートしました。12月は、私の方で、「ウイズコロナと

医療と歯科」と言う内容で、卓話を行いましたが、できれ

ば、後半は、5月に卓話をお願いされていますので、委員

の方とIDMを行い決めて、卓話を行いたいと思います。ま

た、追加で5月の地点でのコロナの情報を、２類から５類

に変わると伝わっていますが、入れたいと思います。どう

ぞ宜しくお願い致します。



親睦活動委員会

２月の誕生日のみなさん

会 員 誕生日 夫人＆主人 誕生日

山田 尊久 S.24.2.11 浅野加洋子 2.17

高山 敏 S.28.2. 3 伊藤 雪江 2. 6

松井 英治 S.31.2.17 （英毅）

前田 由幸 S.33.2. ８ 渡辺 福美 2. 8

臼井 幹裕 S.38.2.23 （均）

清水 栄達 S.39.2. 8 小倉 明子 2. 9

大西 晃弘 S.42.2.15 敬称略

i
委 員 会 報 告

「セカンドハーベスト名古屋寄付事業報告」

社会奉仕委員会

委員長 谷口充子君

2023年1月16日（月）、「NPO法人セカンドハーベス

ト名古屋」への食品寄贈及び寄付金贈呈を行いました。

当日の例会には、多くの方が多種多様な食品を持ち寄っ

てくださいました。例会後、寄贈していただいた食品を当

該施設に運びました。施設理事長の前川氏より施設内の案

内や支援活動について説明を受けたのち、会員の皆様から

寄贈していただいた食品（米13.3㎏、その他食品204.6

㎏、計217.9㎏）及び寄付金の贈呈式を無事執り行うこと

ができました。当該団体は緊急の食糧支援を要する個人や

団体に対し、寄付などで集めた食料品の支援を行っている

団体です。現在は、2020年からのコロナ禍、その後の戦

争や円安による物価高騰で経済情勢が激変しており、支援

を必要とする貧困世帯は急激に増加している一方で、物価

高の影響により支援物資の寄付が激減している状況にあり

ます。このような差し迫った状況の中での今回のあまRCの

奉仕活動は、社会情勢の変化に機動的に対応したタイムリ

ーなものであったと思います。なお、今回の食品寄贈及び

祝えや いざ

君のバースデー

いついつまでも 健やかなれ

寄付金贈呈は、中日新聞朝刊（名古屋市民版・尾張版）に

翌17日に大きく取り上げて頂き、あまRCの奉仕の精神が

広く知られることになりました。今回の食品寄贈活動で最

も尊いのは、会員のうち35名もの方が食品を手にこの奉仕

活動にご参加くださったことではないかと感じます。お一

人お一人が、「I serve」の精神で、お金だけではない奉仕

活動にご参加下さいました。これこそが本来の奉仕の原点

であり、あまRCの素晴らしさであると誇りに感じました。

ご協力・ご理解を賜りました会員の皆様、また、この事業

の執行に当たり、至らない私に多大なるサポートをしてく

ださった会長をはじめ、理事・役員の皆様に、改めまして

心より感謝申し上げます。


